



























































表 1． 「こたろう大学～生坂あそび隊～」全 3回の実施日程
生坂あそび隊　実施期日 1日の時間割 対象学年　他 人　数（基本）
第 1回：4月 25 日（金） 9：00～10：00 1・2 年生 1・2年生　24 人
第 2回：6月 27 日（金） 10：50～11：50 3・4 年生 3・4年生　21 人
第 3回：10 月 24 日（金） 14：00～15：00 5・6 年生 5・6年生　28 人
（第 3回は 9月 18日の予定を延期し、行事の
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11 歳 12 歳（小学 5～6年）は、友人関係の固
定化が始まり、他の世代を寄せ付けず距離を置く
ような行動を見せる年代と言われる。自己犠牲的
な友人との関係も見られるなど、教師や親の言葉
より仲間関係における相互作用に強く影響される
時期である。このような特徴を捉え、体験学習で
重要視する「ふりかえりと気づき」の意味を捉え
てみた。
同じ活動を体験した仲間から「ふりかえりシー
ト」に記録された自分の言動を知らされた時、生
徒の感情に何が起こっているのだろう。
例えば「自分が間違っていたために、みんなに
迷惑をかけた」と考えていた生徒に対し、仲間か
ら『だいじょうぶ』の一言をもらえたことで、迷
わず行動を続けることができた。等、間違えや失
敗体験時に起こりがちな緊張や動揺への対応を学
んだ児童は、他者に対する勇気づけの態度を学ぶ
機会を得て、次に同じような場面に出くわした時
の行動に生かしていくことが期待される。
教育現場における体験学習でねらうことは、活
動をふりかえることで「自分の言動に気づき、相
手の感情に気づき、グループの間に何が起こって
いるかに気づく。」この気づき学習が重要なポイ
ントであり、欠かしてはならないものと考える。
